
高齢者の営農を支える「らくらく農法」の開発

日本農村の高齢化・重労働の農作業負担による離農。

離農による農地の荒廃や将来の帰農者の受け入れ環境の悪化。

｜解決したい課題・研究開発目標

｜プロジェクトの実施方法

解決したい課題

目指す社会像・研究開発目標

奈良県吉野郡下市町栃原地区

プロジェクトの展開方法

対象コミュニティ 研究開発体制

耕作を辞める理由 耕作を辞めた畑は？

農村コミュニティの

衰退・荒廃

急傾斜で運搬も大変な畑

農村コミュニティを

高齢者の生きがい豊作地帯（らくらく・楽しく・仕事有り）に！

高齢営農者があと１０年長く営農を続けられる状況を作ることで、農村コミュニティの衰退・荒廃を
抑制。定年帰農や新規参入による活性化策が打てるようにする。

コミュニティ 生業（農業） 道具（機械） からだ（健康）

集落の現状を把握する
集落点検法の開発

高齢者向け「らくらく栽培」
の開発

高齢営農者にやさしい
電動運搬車の開発

営農者の「からだ点検」
＋怪我の予防体操
（らくらく体操）の開発

奈良女子大学、奈良県農業研究開発センター、
三晃精機株式会社、奈良高専、下市町

６集落（大塔家・西坊・中村・下村・奥垣内・朝日ヶ丘 ）

人口281人 世帯数８３戸（うち専業農家３３戸）

高齢化率３４％

柿栽培面積 100ha

20度に達する急斜面が多い古くからの畑が8割

ほとんどの住民が、延喜式に載る「波比売神社」の氏子で、

１０月の大祭など伝統行事を村で伝承している。
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｜プロジェクトの成果と今後の展望

http://www.nara-wu.ac.jp/scc/tochihara/index.html
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１．電動一輪車・電動運搬車 ２．集落点検法（らくらく方法式） ３．らくらく栽培 ４．らくらく体操

プロジェクトの成果（開発した社会技術）

今後の展開・展望

プロジェクトWebサイト・お問い合わせ先

「栃原」をきっかけに地域振興の取組みが拡大！

柿葉生産累計１００万枚を突破！（H27：50万枚）

県の農村活性化政策の一環として取り上げられ、更なる
展開が進行中。

進化した電動運搬車「らくらく号」市販開始！

らくらく号一輪車型に補助輪を付けてより取り回しが楽
にアップグレード！定価２５万円で好評発売中！
一輪車も更に進化しお求めやすい価格に（１５万円）。

「らくらく体操」とともに、健康講座等を開催！ 下市町から更に多くの市町村で「集落点検法」を紹介！

放任園での剪定講習会

新たに柿葉産地が誕生

指一本で
簡単操作の
スイッチ・レバー太陽電池パネルで

畑でも充電！

２つの補助輪で
らくらく動作

１０WＬＥＤ
投光器で
安全安心

前進後退の
強力インホイール
モーター車輪

オリジナルハイ
パワー電池内臓の
制御ボックス

農村振興に関わる自治
体職員対象に地域づく
り研修を実施（11月）

現地での活躍が
ＮＨＫで紹介されました。

小地域福祉活動、農福連携、簡易な点検法の開発紹
介などの要請に対応中。

「らくらく体操」を公開講座で紹介。DVDが下市町の健

康講座や奈良県総合リハビリテーションセンターで活
用されています！

県農村振興課による農村振興
事業に協力！

・下市TVで放映・ネット配信

・奈良女子大学と下市町が

包括的連携協定を締結

・トルコで論文発表や新たな

研究連携を計画

更に、本成果は、その後も様々な展開を見せています。


